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―中国現地生産ハイブリッドユニットを搭載―

  トヨタ自動車(株)（以下、トヨタ）は、４月23日（月）から５月２日（水）まで中国国際展覧中心で開催される「The 12th Beijing International Automotive

Exhibition」（通称：北京モーターショー）にワールドプレミア３台を含む、38台の市販車・参考出品車を出展した。展示ブースは約3200m2。

  今回の北京モーターショーでは、中国常熟市の研究開発センターが開発を進めているハイブリッドコンポーネントを搭載するクルマのコンセプトモデル

“雲動双擎（ユンドンショワンチン）”を初披露した。さらに、新しいユーザーを獲得するために開発されたスモールクラスのグローバル戦略車のコンセプト

モデル“TOYOTA Dear～亲(チン)～”のセダンとハッチバックを世界に先駆け披露した。

  また、幅広い中国のお客様のご要望にお応えすべく、走る楽しさを追求した“86”、身体の不自由な方にもご利用いただける福祉車両、各種環境車な

ど、多数出展している。

  プレスカンファレンスにて、豊田社長は「ハイブリッド技術で、中国のお客様を笑顔にしていきたい。ハイブリッドの魅力を、中国で生まれたハイブリッド

カーで皆様にお届けしていく」と述べた。

  今後もトヨタは環境車、福祉車両からスポーツカーにいたるまで中国のお客様の生活や社会を豊かにするような“もっといいクルマ”づくりに取り組んで

いく。

雲動双擎 TOYOTA Dear～亲～ <セダン> TOYOTA Dear～亲～<ハッチバック>

＜北京モーターショー（The 12th Beijing International Automotive Exhibition）概要＞

会場場所 北京市・中国国際展覧中心

開催期間 ４月23日（月）-５月２日（水）（プレスデー４月23日・24日）

ト

ヨ

タ

展示面積 約3200m2

展示台数 38台

主な展示車両

・雲動双擎(ユンドンショワンチン) ：中国専用ハイブリッド車のコンセプトモデル

・TOYOTA Dear ～亲(チン)～：スモールクラスのセダンとハッチバックのコンセプトモデル

・TOYOTA NS4 ・TOYOTA Fun Vii

・FT-EVIII ・プリウスPHV

・86 ・AE86

・プリウス ・カムリHV

・福祉車両：ウェルキャブプリウス、ウェルキャブアルファード

・i-REAL ・winglet　　　　　　　　等

以上


